
「和の温泉情緒をつくる」ため、
時代の積層による味わいと懐かしさを

感じられる街並みを形成。
そぞろ歩きが楽しめ、

園路・足湯・照明・露天風呂
すべてにおいて、質の高いエリアを演出。



2018年
西の河原公園トイレ

「西の河原公園」再整備事業 完成

2015年
露天風呂整備

2016年
灯路整備

2025年
露天風呂アプローチ整備



江戸中期に建造された地蔵堂や、地蔵源泉が湧き出る広場を中心に、
草津七湯として数えられ地蔵の湯があり、

湯畑や西の河原通りと肩を並べる盛り場であった。
草津の懐の奥深さを感じていただくため、地蔵源泉を中心に

歴史的に価値ある地蔵堂や
その周辺に再びスポットを当て、

湯畑エリアを表草津、地蔵エリアを裏草津と例えることで、
温泉街の魅力を更に高める。



4426

漫画堂

カフェ月の貌 百年石別邸

源泉広場

湯畑に次ぐ新名勝「裏草津地蔵」完成



慢性的に、渋滞を引き起こしていた
草津温泉入口の一時停止を立体交差へ。

立体交差は無機質なコンクリート構造物とならぬよう、
木材で化粧を施し「温泉門」と名を称し、
名湯草津温泉の新たな玄関口として誕生。

湯畑のサテライトをイメージした湯樋と足湯は、
壮大なスケールで皆様をお迎えいたします。



2023年 新たな草津温泉の玄関口
「温泉門」 誕生

草津温泉入口の
慢性的な渋滞を解消



2023年「温泉門無料駐車場」整備



2024年 中央通り 舗装及び植栽整備による修景事業

車道をあえて狭め
人々が歩きたくなる通りへ



2024年 中央通り 本町駐車場跡地へ色彩の陵

中央通りのアクセントとして、
温泉門無料駐車場から、湯畑までの散策にて

休憩ができる公園を建設



2024年 バスターミナル乗降場 改修

草津温泉の新しい玄関口を
温泉街の観光施設と調和のとれた

木材をふんだんに使ったモダンなデザインへ

ユニバーサルデザインに配慮を行い、

全ての方が安全で安心してご利用いただけるよう、

エレベーターも設置。


